
(57)【要約】

【課題】　　　　　

　棒状軽量部材等を所定の部位に束ねる方法でひもやひ

も類似のものを用いて外部から数回巻き付け縛る場合の

困難性を解決する課題を有する。

【解決手段】　

　単数又は複数の棒状軽量部材等を所定の部位で束ねる

方法及び装置において、輪状の弾性を有する束ね手段で

ある既存の輪ゴムと、該輪ゴムの１端部で内面が密着す

るように形成された部位に金属のかぎの手状掛止手段と

を設けて、棒状軽量部材の外面に数回巻き付け

た該輪ゴムの終端の他の部位を前記かぎの手状掛止手段

の先端に掛止して、１挙動で束ねる方法及び装置を構成

した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
単 数 若 し く は 複 数 の 棒 状 軽 量 部 材 等 を 所 定 の 部 位 で 束 ね 手 段 に よ り 束 ね る 束 ね 方 法 に お い
て 、 弾 性 を 有 す る 輪 状 の 束 ね 手 段 と 該 束 ね 手 段 の １ 端 部 に 掛 止 機 能 を 設 け た 金 属 の 弾 性 束
ね 掛 止 手 段 と に よ り 、 前 記 棒 状 軽 量 部 材 の 所 定 部 位 を 自 在 に 束 ね る こ と を 特 徴 と す る よ う
に 構 成 し た 棒 状 軽 量 部 材 の 束 ね 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
輪 ゴ ム 又 は 輪 状 に 形 成 さ れ た ゴ ム バ ン ド の 束 ね 手 段 と 、 該 輪 ゴ ム 等 の １ 端 部 で 内 面 が 密 着
す る よ う に 形 成 さ れ た 所 定 の 長 さ の 部 位 を 被 覆 装 着 す る 装 着 部 位 と 該 装 着 部 位 か ら 長 手 方
向 後 方 に 突 出 す る と 共 に 側 方 に か ぎ の 手 状 で 且 つ 先 端 が 束 ね 手 段 の 方 向 に 曲 折 す る よ う に
形 成 さ れ た 掛 止 機 能 を 有 す る 金 属 の か ぎ の 手 状 手 段 と で 、 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 棒
状 軽 量 部 材 等 の 束 ね 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 の か ぎ の 手 状 掛 止 手 段 は 、 所 定 の 矩 形 状 の 平 板 に 長 手 方 向 に 間 隙 を 有 し て ２ 個 の 周 面
に 立 上 が り を 有 す る 丸 孔 を 設 け て な る Ａ 部 材 と 、 前 記 の 丸 孔 の １ つ の 外 周 を 所 定 の 寸 法 囲
ん だ １ 辺 と そ の １ 辺 を 所 定 の 寸 法 延 長 し て 端 部 を 前 記 平 板 と 平 行 に 半 円 状 に 折 り 曲 げ る と
共 に 、 そ の 延 長 し た １ 辺 を 他 の 丸 孔 の 外 周 を 外 方 か ら 所 定 の 寸 法 で 囲 み そ の 延 長 を 前 記 ２
個 の 丸 孔 の 間 隔 を 通 り 前 記 折 り 曲 げ 部 位 の 近 傍 に 配 置 し 、 該 折 り 曲 げ 部 位 と 共 に か ぎ の 手
状 に 形 成 し た 針 金 状 の Ｂ 部 材 と 、 前 記 Ａ 部 材 と Ｂ 部 材 と 組 み 合 わ せ 結 合 し 、 か ぎ の 手 状 手
段 の 反 対 側 の 側 面 に 、 輪 ゴ ム の １ 端 部 を 束 ね て 装 着 結 合 す る よ う に 構 成 し た 請 求 項 ２ の 棒
状 軽 量 部 材 等 の 束 ね 装 置 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 棒 状 軽 量 部 材 等 の 所 定 の 部 位 を 束 ね る 束 ね 方 法 及 び 装 置 に 関 す る も の で あ り 、
輪 ゴ ム 等 の 輪 状 に 形 成 さ れ た 弾 性 部 材 を 用 い て 、 い わ ゆ る 、 ひ っ か け る 輪 で 束 ね る も の に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 単 数 若 し く は 複 数 の 棒 状 軽 量 部 材 を 所 定 の 部 位 で 束 ね る 束 ね 方 法 に は 、 束 ね る 棒 状
軽 量 部 材 に 、 例 え ば 、 ひ も や ひ も 類 似 の も の を 用 い て 所 定 の 部 位 を 外 部 か ら 巻 き つ け る か
、 又 は 、 既 存 の 輪 ゴ ム 又 は 輪 状 に 形 成 さ れ た ゴ ム バ ン ド を 用 い て 同 様 に 巻 き 付 け 束 ね る 方
法 の 便 利 な 衆 知 の 方 法 が あ つ た 。 又 、 棒 状 軽 量 部 材 の 束 ね に 用 い 得 る 特 定 の 締 結 手 段 の 器
具 を 用 い る 、 い わ ゆ る Ｐ Ｒ バ ン ド で 巻 き 付 け る 衆 知 の 方 法 が あ つ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 ひ も や ひ も 類 似 の も の で 棒 状 軽 量 部 材 等 を 束 ね る に は 、 該 棒 状 軽 量 部 材 等 の 外 部
の 所 定 部 位 に ひ も 等 を ぐ る ぐ る 巻 き に し て 数 回 巻 き 付 け る と 、 終 端 が 大 き く 開 く の で 、 終
端 を ほ ど け な い よ う に 、 縛 る 等 し て 束 ね な け れ ば な ら な か つ た 。 そ し て 、 そ れ を ほ ど く に
は 、 固 く 縛 っ た も の を ほ ど く に は 時 間 が か か る と い う 欠 点 が あ つ た 。 輪 ゴ ム 又 は 輪 状 に 形
成 さ れ た ゴ ム バ ン ド を 用 い る 場 合 に は 、 ほ ど け な い よ う に 、 力 を い れ て 巻 き 付 け た も の は
、 該 輪 ゴ ム 又 は ゴ ム バ ン ド が 切 れ た り 、 又 、 容 易 に ほ ど け な い こ と が あ る と い う 欠 点 が あ
っ た 。 又 、 Ｐ Ｒ バ ン ド を 用 い る も の は 、 特 定 の 締 結 手 段 が 必 要 で あ つ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ０ ９ １ １ ８ ９ 号 は 、 Ｐ Ｒ バ ン ド を 用 い る も の に 関 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 前 記 の 従 来 の 棒 状 軽 量 部 材 等 を 所 定 の 部 位 に 束 ね る 方 法 で ひ も や ひ も 類 似 の も
の を 用 い て 外 部 か ら 数 回 巻 き 付 け 縛 る 場 合 の 困 難 性 を 解 決 し 、 又 は 、 輪 ゴ ム 又 は 輪 状 に 形
成 さ れ た ゴ ム バ ン ド の 使 用 に お け る 困 難 性 を 解 決 す る 課 題 を 有 す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 単 数 若 し く は 複 数 の 棒 状 軽 量 部 材 等 を 所 定 の 部 位 で 束 ね る 束 ね 方 法 に お い て 、
輪 状 の 弾 性 を 有 す る 束 ね 手 段 と 、 該 手 段 の １ 端 部 に 、 掛 止 機 能 を 設 け た 金 属 の 弾 性 束 ね 掛
止 手 段 と に よ り 、 前 記 棒 状 軽 量 部 材 の 所 定 部 位 を 自 在 に 束 ね る こ と を 特 徴 と す る よ う に 構
成 し た 請 求 項 １ の 棒 状 軽 量 部 材 の 束 ね 方 法 と 、 既 存 の 輪 ゴ ム 又 は 輪 状 に 形 成 さ れ た ゴ ム バ
ン ド の 束 ね 手 段 と 、 該 輪 ゴ ム 等 の １ 端 部 で 内 面 が 密 着 す る よ う に 形 成 さ れ た 所 定 の 長 さ の
部 位 を 被 覆 装 着 す る 装 着 部 位 と 該 装 着 部 位 か ら 長 手 方 向 後 方 に 突 出 す る と 共 に 側 方 に か ぎ
の 手 状 で
且 つ 先 端 が 束 ね 手 段 の 方 向 に 曲 折 す る よ う に 形 成 さ れ た 掛 止 機 能 を 有 す る 金 属 の か ぎ の 手
状 掛 止 手 段 と で 、 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ の 棒 状 軽 量 部 材 の 束 ね 装 置 を 構 成
し た 。 又 、 前 記 の か ぎ の 手 状 掛 止 手 段 を 構 成 し た 請 求 項 ３ を 構 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 前 記 の 従 来 の 束 ね 方 法 の 困 難 性 を 解 消 し て 、 棒 状 軽 量 部 材 を １ 挙 動 で 束 ね る と
い う 便 利 性 を 発 輝 す る 効 果 を 有 す る 。 又 、 既 存 の 輪 ゴ ム 等 及 び 金 属 の 掛 止 部 材 は 安 価 で 大
量 に 得 ら れ る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
弾 性 を 有 す る 輪 ゴ ム 又 は 輪 状 に 形 成 さ れ た ゴ ム バ ン ド 等 の 輪 状 部 材 で 形 成 さ れ た 束 ね 手 段
と 、 該 輪 ゴ ム 等 の １ 端 部 で 、 内 面 に 密 着 す る よ う に さ れ た 所 定 の 長 さ の 部 位 を 被 覆 装 着 す
る 装 着 部 位 と 、 該 装 着 部 位 よ り 長 手 の 後 方 に 突 出 す る と 共 に 側 方 に か ぎ の 手 状 で 、 且 つ 先
端 が 束 ね 手 段 の 方 向 に 曲 折 す る よ う に 形 成 し た か ぎ の 手 状 手 段 と に よ り 、 い わ ゆ る 、 ひ っ
か け る 輪 手 段 で 、 構 成 し た 棒 状 軽 量 部 材 等 の 束 ね 方 法 及 び 装 置 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 １ は 、 本 発 明 装 置 の １ 実 施 例 の 説 明 用 斜 視 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は 輪 ゴ ム で あ り
、 図 示 の よ う に 輪 状 に 形 成 さ れ て お り 、 該 輪 ゴ ム １ の １ 端 部 ２ は 輪 ゴ ム １ の 内 面 が 密 着 す
る よ う に 形 成 さ れ た 所 定 の 部 位 ４ で あ り 、 該 部 位 ４ に 後 記 す る か ぎ の 手 状 掛 止 手 段 ５ が 装
着 結 合 さ れ て い る 。 図 ２ は 、 本 発 明 装 置 を 用 い て 、 複 数 の 棒 状 軽 量 部 材 を 束 ね た １ 例 を 示
し て お り 、 棒 状 軽 量 部 材 ７ 、 ８ の 該 側 面 の 所 定 の 部 位 を 輪 ゴ ム １ で 数 回 巻 き 付 け そ の 終 端
の 輪 ゴ ム を か ぎ の 手 状 掛 止 手 段 ５ に １ 挙 動 で 束 ね た も の で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 装 置 の か
ぎ の 手 状 掛 止 手 段 ５ の １ 例 の 拡 大 し た 詳 細 説 明 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 ９ は Ａ 部 材 、 １
２ は Ｂ 部 材 で あ る 。
（ １ ） に 示 す 、 Ａ 部 材 ９ は 、 所 定 の 矩 形 状 の 平 板 １ ０ に 長 手 方 向 に 間 隙 を 有 し た ２ 個 の 立
上 が り 側 面 １ １ － １ を 持 っ た 貫 通 孔 １ １ 、 １ １ が も う け て あ る 。
（ ２ ） に 示 す Ｂ 部 材 は 、 細 い 針 金 状 の 金 属 線 を 用 い 図 示 の よ う に 形 成 す る 。 即 ち 、 （ ２ ）
－ １ 、 （ ２ ） － ２ に 示 す よ う に 、 該 金 属 線 は 、 前 記 Ａ 部 材 ９ の １ 個 の 貫 通 孔 １ １ の 側 面 １
１ － １ を 所 定 の 囲 む １ ３ と 該 １ ３ の 終 端 か ら 曲 げ た 所 定 の 寸 法 の 延 長 部 位 １ ４ と そ の 終 端
で 半 円 状 １ ５ に 形 成 さ れ た 部 位 と 、 前 記 延 長 部 位 １ ４ と 並 ぶ 部 位 １ ６ と そ の 延 長 の 部 位 １
７ は 他 の 貫 通 孔 １ １ の 側 面 １ １ － １ の 外 側 を 巡 り ２ 個 の 貫 通 孔 １ １ 、 １ １ の 間 隔 を 通 り 前
記 半 円 状 １ ５ の 部 位 近 傍 に １ ８ に 示 す よ う に 配 置 さ れ て い る 。
（ ３ ） － １ に 示 す よ う に 、 前 記 Ａ 部 材 ９ と Ｂ 部 材 と 組 み 合 わ せ て 結 合 し た 後 半 円 状 の 部 位
は か ぎ の 手 状 に 曲 げ ら れ か ぎ の 手 状 掛 止 手 段 ５ が 形 成 さ れ る 。
（ ３ ） － ２ に 示 す よ う に 、 輪 ゴ ム １ の １ 端 部 は か ぎ の 手 状 掛 止 手 段 が 更 に 細 い 針 金 ２ ０ に
よ り 結 合 さ れ 、 前 記 か ぎ の 手 状 掛 止 手 段 ５ に 、 該 輪 ゴ ム １ の 他 の 端 部 が 束 ね ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
複 数 の 棒 状 軽 量 部 材 、 例 え ば 、 各 種 の 寸 法 の 部 材 又 は 、 部 品 等 か ら な る 場 合 に そ の 分 類 等
を 行 い 、 前 記 束 ね 装 置 を 用 い る こ と に よ り 能 率 化 と 正 確 性 が 期 待 出 来 る 。 又 、 そ の 分 類 、
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区 分 け に 別 体 の 順 序 等 の ラ ベ ル (図 示 を 省 略 )を 添 付 し て 用 い る こ と に よ り 、 能 率 化 と 正 確
性 等 が 期 待 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 装 置 の 束 ね 手 段 を 用 い た １ 実 施 例 の 説 明 用 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 装 置 を 複 数 の 棒 状 軽 量 部 材 に 用 い た １ 実 施 例 の 説 明 用 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 装 置 の か ぎ の 手 状 掛 止 手 段 の １ 実 施 例 の 拡 大 詳 細 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 　 　 １ 　 　 　 　 輪 ゴ ム 等 の 弾 性 を 有 す る 輪 状 部 材
　 　 　 　 ２ 　 　 　 　 輪 状 部 材 の １ 端 部
　 　 　 　 ４ 　 　 　 　 輪 状 部 材 の １ 端 部 を 装 着 結 合 す る 金 具 の 部 位
　 　 　 　 ５ 　 　 　 　 前 記 金 具 の か ぎ の 手 状 手 段
　 　 　 　 ７ 　 　 　 　 棒 状 軽 量 部 材
　 　 　 　 ８ 　 　 　 　 棒 状 軽 量 部 材
　 　 　 　 ９ 　 　 　 　 Ａ 部 材
　 　 　 １ ０ 　 　 　 　 Ａ 部 材 の 矩 形 状 部 材
　 　 　 １ １ 　 　 　 　 貫 通 孔
　 　 　 １ １ － １ 　 　 貫 通 孔 の 立 上 が り 側 面
　 　 　 １ ２ 　 　 　 　 Ｂ 部 材
　 　 　 １ ２ － １ ８ 　 Ｂ 部 材 の 各 部 位
　 　 　 ２ ０ 　 　 　 　 結 合 手 段
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【 図 ３ 】
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